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※記載以外の外構は設けない。

※通路に沿って門塀は設けない。

※1F,2Fともに全て延焼のおそれのある範囲内。

※CBH1,200超:控壁@3.40m以下設置。

真北

通路斜線制限：天空率による。

※外構は　令130条の12に適合。

※コンクリートブロックは　令62条の8適合。
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1

倍  面  積高  さ底  辺番号

2

㎡敷 地 面 積

合       計

6.188

6.725

12.467

12.467

77.1458

83.8406

160.9864

80.49320

80.49

9.
27

8.31

8.83

9
.5

1

6,188

6,
72
5
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,4
67

1F

2F

1,650 3,300

4,950

8,
10

0
8,

10
0

7,
20

0
90

0
8,

10
0

① ②

③ ① ｘ = １階床面積 : S1

② ｘ = ㎡

③ ｘ = 　　車庫部分: － ㎡

㎡

２階床面積 : S2

㎡

延床面積

　S1+S2 ㎡

建築面積 容積対象面積

㎡ 　S1+S2 ㎡

％ ％

　S1

ｘ =

　①～②

　　住宅部分:①～②

　③～④

3.150

7.200 1.650

8.100 3.300

4.9508.100

11.8800

26.7300

40.0950

38.61

40.10

40.10

78.71

38.61

38.61

40.10

40.10

78.71

49.82

4.950 15.5925

ロフト面積：　15.59㎡　＜　40.10㎡/2＝20.05㎡

78.71

97.79

敷地求積図　S=1:100 面積表　　S=1:200



Ｓ 住宅用火災警報器 24h換気(第3種)凡　例
24h

1～2F通し柱 120ｘ120 ※設置位置 天井～壁から60cm以上の位置 排気ファン100φSVC (FD) ※外部建具は全て防火設備とする。

管柱 105ｘ105  壁 ～天井から15cm以上50cm以内の位置 給気口　　100φSVC (FD) （EB-9111～9119）

外周部:構造用合板t=9mm貼 ※空気吹出口から1.50ｍ以上離す。 通気の確保される建具 ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ10mm

１ 階平 面 図
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火気使用室仕上

壁 石膏ボードｱ)12.5mm下地

準不燃ビニールクロス貼 (QM-9446)

キッチンパネル(NM-1699)

準不燃ビニールクロス貼 (QM-9446)

石膏ボードｱ) 9.5mm下地天井

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞBH-626B4C　312m3/h

V=30KQ=30x0.93x9.40=262.26m3/h

(スパイラルダクトの上ﾛｯｸﾙｰﾙt=50巻き)

真北

大泉町6丁目分譲　新築工事
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Ｓ 住宅用火災警報器 24h換気(第3種)凡　例
24h

1～2F通し柱 120ｘ120 ※設置位置 天井～壁から60cm以上の位置 排気ファン100φSVC (FD) ※外部建具は全て防火設備とする。

管柱 105ｘ105  壁 ～天井から15cm以上50cm以内の位置 給気口　　100φSVC (FD) （EB-9111～9119）

外周部:構造用合板t=9mm貼 ※空気吹出口から1.50ｍ以上離す。 通気の確保される建具 ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ10mm

２階 平 面図

階段寸法（有効幅 750）

蹴上
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大泉町6丁目分譲　新築工事
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Ｓ 住宅用火災警報器 24h換気(第3種)凡　例
24h

1～2F通し柱 120ｘ120 ※設置位置 天井～壁から60cm以上の位置 排気ファン100φSVC (FD) ※外部建具は全て防火設備とする。

管柱 105ｘ105  壁 ～天井から15cm以上50cm以内の位置 給気口　　100φSVC (FD) （EB-9111～9119）

※空気吹出口から1.50ｍ以上離す。 通気の確保される建具 ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ10mm

ロフト平面図

真北

大泉町6丁目分譲　新築工事
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ルーフバルコニー (3F)

床 :構造用合板t=24+ケイカル板t=12下地 ＦＲＰ仕上(DR0267)

直下の天井：天井下地／強化PB(ｱ）15.0（準不燃ーNM同等品）

1 0

45分準耐火仕様

（１，２階天井　２，３階床） 屋根下地外壁+（１，２階天井　２，３階床） 内壁+（１，２階天井　２，３階床）

（屋根）外部 内部 屋根:コロニアル葺（ＮＭ-9567）
（２，３階床）

屋根下地／ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22Kg

床仕上材／ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（ｱ）12

床下張り／構造用合板（ｱ）24

ﾌｧｲﾔｰｽﾄｯﾌﾟ(ｱ）30

ﾌｧｲﾔｰｽﾄｯﾌﾟ

外壁

（１，２階天井）
天井下地／強化PB(ｱ）15.0

天井下地／強化PB(ｱ）15.0
（準不燃ーNM同等品）

（準不燃ーNM同等品）
PB(ｱ）15.0＋ビニールクロス貼

破風：繊維混入ｾﾒﾝﾄ押出成形板（ｱ）12　（NM-1799)（準不燃ーNM同等品）

防火（ＱＦ045ＲＳ－9122）軒裏：珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板（ア）12
構造用合板(ｱ）9＋ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り(ｱ）16.0

（45分準耐火：QF045BE-9226)

強化石膏ボード(ｱ)12.5ノ上ビニールクロス貼
直上の天井：(車庫部分)45分準耐火仕様 裏側にロックウール(かさ比＝0.04以上) 又はグラスウール(かさ比＝0.024以上)　(ｱ)50

階段 バルコニー(2F)

バルコニー仕上げ

下部部屋内　手すりＨ＝1100

床：構造用合板（ア）12

段板(ｱ）36 PB(ｱ）15.0

段板（ｱ）36
束 90×90

PB（ｱ）15

1
,
1
0
0
以

上

バルコニー

構造用合板t=24+ケイカル板t=12下地 ＦＲＰ仕上(DR0267)段裏／強化PB（ｱ）15

※

水上 1/50勾配

ササラ板（ｱ）36

オーバーハング水切

段裏／強化PB（ｱ）15

ササラ板（ｱ）36段裏／強化PB(ｱ）15.0 軒裏：珪酸ｶﾙｼｭｰﾑ板（ア）12

防火（ＱＦ045ＲＳ－9122）

※防水の立ち上げは最低250を確保する事

　窓下の場合は最低120を確保する事
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床仕上材／ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（ｱ）12

（１，２階天井）
天井下地／強化PB(ｱ）15.0

床下張り／構造用合板（ｱ）24

（２，３階床）床仕上材／ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（ｱ）12

天井下地／強化PB(ｱ）15.0

PB(ｱ）15.0＋ビニールクロス貼
（準不燃ーNM同等品）

（１，２階天井）

（準不燃ーNM同等品）

内壁

内壁

床下張り／構造用合板（ｱ）24

（２，３階床）内部

（準不燃ーNM同等品）

天井：軒裏サイディング軒裏(QF045RS-9122)

 壁 ：外壁に　 〃　　　　（QF045BE-9226）

天井下地／強化PB(ｱ）15.0車庫

大泉町6丁目分譲　新築工事

内部

内壁:告示1358号第1第一項ハ(1)(ⅱ) 床:告示1358号第3第三項イ(3)

天井:告示1358号第3第三項ロ(2)

階段:告示1358号第6第三項イ
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SCALETITLEDATE PROJECT NO.

※通路に沿って門塀は設けない。

真北

※記載以外の外構を設けない。

※通路に沿って門塀は設けない。

真北

※記載以外の外構を設けない。
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DATE PROJECT TITLE SCALE NO.

測定点 No.1

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 90.512 %

測定点 No.2

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 87.409 %

測定点 No.3

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 85.659 %

測定点 No.4

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 85.644 %

測定点 No.5

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 87.368 %

測定点 No.1

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 93.012 %

測定点 No.2

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 91.477 %

測定点 No.3

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 89.269 %

測定点 No.4

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 88.382 %

測定点 No.5

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 89.487 %

2.500＜ 4.068＜ 3.610＜ 2.738＜ 2.119＜

測定点 No.6

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 90.463 %

測定点 No.6

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

天空率 = 91.977 %

1.514＜



天 空 率 ③ A -エム.デザインオフィス一級建築士事務所　一級建築士登録 第302663号 仲田 敏正 Ｍ. Ｄ. Ｏ. 大泉町6丁目分譲　新築工事

DATE PROJECT TITLE SCALE NO.

{3}

{4}

[1
]

[2
]

[3
]

[4
]

[5
]

[
6]

[
7]

【基準建物用】三斜計算 　 　 最大分割角 = 10°

天空図半径(R) = 100.000(図寸mm)

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

測定点 No.6

三角形 No. 底辺(mm) 高さ(mm) 面積(mm2)

[1]    83.481    11.749  490.410

[2]    76.489    10.840  414.571

[3]    70.585    10.122  357.231

[4]    65.920     9.589  316.054

[5]    62.464     9.225  288.116

[6]    60.094     9.015  270.874

[7]    58.733     8.950  262.831

三斜面積合計 2400.087

扇形面積（扇形中心角 =  61.797ﾟ） 5392.811

扇形面積 - 三斜面積合計 = 水平円射影面積 2992.724

No.6 　天空図円面積 31415.927

(31415.927 - 2992.724) / 31415.927 * 100 = 90.474

 　切り上げ↑

【基準建物用】 　三斜計算 　 　 天空率 = 90.474 %

(4)

(6)
(9)

(11)

(12)

(14)
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>
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>
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>
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>

<5
>
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<7
>
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>
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0 >
<1

1>
<
1 2

>
<
13

> <
14

>
<1

5>

《計画建物用》三斜計算 　 　 最大分割角 = 10°

天空図半径(R) = 100.000(図寸mm)

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

測定点 No.6

三角形 No. 底辺(mm) 高さ(mm) 面積(mm2)

<1>    99.998    10.278  513.889

<2>    99.989    10.278  513.843

<3>    79.055     1.771   70.003

<4>    74.449    11.346  422.349

<5>    69.123    10.687  369.358

<6>    65.113    10.232  333.118

<7>    62.340     9.965  310.609

<8>    60.712     9.874  299.735

<9>    74.750     1.358   50.755

<10>    80.481     0.200    8.048

<11>    91.007     0.745   33.900

<12>    99.565     1.000   49.782

<13>    94.017     2.352  110.563

<14>    97.210     0.092    4.471

<15>    99.567     0.107    5.326

三斜面積合計 3095.749

扇形面積（扇形中心角 =  64.436ﾟ） 5623.063

扇形面積 - 三斜面積合計 = 水平円射影面積 2527.314

No.6 　天空図円面積 31415.926

(31415.926 - 2527.314) / 31415.926 * 100 = 91.955

 　切り捨て↓

《計画建物用》 　三斜計算 　 　 天空率 = 91.955 %

測定点 No.6

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

建物位置確認表 　天空図半径(R) = 100.000(図寸mm)

【基準建物用】

位置 配置図 天空図

No. 距離 高さ 方位角 仰角:h R*cos(h)
(実寸m) (実寸m) (ﾟ) (ﾟ) (図寸mm)

{3} 9.471 6.317 -151.373 33.703 83.192

{4} 4.527 6.317 -89.575 54.373 58.251

測定点 No.6

正射影 　測定面高さ = -0.050 m

建物位置確認表 　天空図半径(R) = 100.000(図寸mm)

《計画建物用》

位置 配置図 天空図

No. 距離 高さ 方位角 仰角:h R*cos(h)
(実寸m) (実寸m) (ﾟ) (ﾟ) (図寸mm)

(4) 10.215 7.533 -92.468 36.407 80.482

(6) 7.229 6.483 -141.146 41.884 74.450

(9) 8.212 6.361 -142.444 37.762 79.056

(11) 6.792 6.036 -92.615 41.626 74.750

(12) 4.546 6.036 -93.910 53.015 60.160

(14) 13.013 5.926 -91.937 24.484 91.007

(19) 6.009 1.450 -89.871 13.565 97.210

(20) 4.001 1.450 -91.361 19.920 94.017

(21) 4.000 1.450 -89.927 19.926 94.014

(22) 13.494 1.250 -89.809 5.292 99.574

(23) 13.394 1.250 -89.810 5.332 99.567

(28) 9.230 0.050 -154.245 0.310 99.999
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ｽﾀｰﾗｯﾌﾟは主筋の面に合わせ

建物内側よりとする

外 内

又は

配筋断面詳細図　S=1/25

15
0

83

7

主筋上端筋は基礎芯（建物芯）に合わせる

（7～15mmまでの偏心として良い）

ホールダウンアンカー部平面詳細図

※　主筋上端筋を基準線中心に配筋すること

※ホールダウンは基礎の直接緊結する事。

※　特記なきはヨーカン基礎とする。

設計基準強度　21N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18cmｺﾝｸﾘｰﾄ 鉄筋

※地耐力については30KN/㎡以上が得られるものとする。

SD295

ホ－ルダウン用アンカ－とアンカ－ボルトの離れは150mmとする
指定箇所に注意することホ－ルダウン用アンカ－ボルトの偏心(7mm）

ホ－ルダウン用アンカ－ボルトは基準線より98mm、83mmとする　

アンカ－ボルトは基準線より100mmずれを基本とする。

特　記　事　項 凡　　例

柱脚金物　PB-42

ホ－ルダウン用アンカ－ボルトM16

スクリュー座金を使用すること。

アンカ－ボルトM12　L=400　2700以内

継手アンカ－ボルトは150mmずれとする。
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耐力壁倍率

HP

P

15

25

20

6.7KN

10.0KN

15.6KN

20.9KN

28.7KN

35 35.4KN

コンパクトコーナー合板用

ホールダウンコーナー合板用

引抜金物耐力

金物の表記   ( )付きは柱頭金物を示す

ビス止メホールダウン　U15

ビス止メホールダウン　U20

ビス止メホールダウン　U25

ビス止メホールダウン　U35

高耐久フレックスホールダウン6060.0KN60

C C

C

筋違　45ｘ90(ｼﾝｸﾞﾙ)

筋違　45ｘ90(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

2.5倍率　2.5: 構造用合板

倍率　5: 2.5+2.5 構造用合板両面貼
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耐力壁倍率

HP

P

15

25

20

6.7KN

10.0KN

15.6KN

20.9KN

28.7KN

35 35.4KN

コンパクトコーナー合板用

ホールダウンコーナー合板用

引抜金物耐力

金物の表記   ( )付きは柱頭金物を示す

ビス止メホールダウン　U15

ビス止メホールダウン　U20

ビス止メホールダウン　U25

ビス止メホールダウン　U35

高耐久フレックスホールダウン6060.0KN60

C C

C

筋違　45ｘ90(ｼﾝｸﾞﾙ)

筋違　45ｘ90(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

倍率　2.5:

構造用合板両面貼

構造用合板貼

倍率　5: 2.5+2.5
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                 耐力  柱頭 柱脚  柱頭 柱脚    合計

① : P       6.700   12   12    14    6      44

② : HP      10.000   10   10     2    9      31

③ : HD-15     15.000    2    2     4    2      10

⑤ : HD-25     25.000    2    2     0    2       6

⑥ : HD-35     35.000    1    1     0    1       3









 
 

2. 耐力壁の設計
2.1. 耐力壁の配置と有効壁長Ｌｄ（令４６条）

２階耐力壁の配置
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２階Ｘ方向
┌───┬────────┬───────┬──────────┐
│ 通り │      αili     │ Ld = Σαili │Ｐi(αili×1960) (N)│
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y1    │ 2.5  ×  3.600 │     9.000    │         17640      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y10   │ 2.0  ×  1.800 │     3.600    │          7056      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y14   │ 2.0  ×  0.900 │     1.800    │          3528      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y15   │ 2.0  ×  0.900 │     1.800    │          3528      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y19   │ 2.5  ×  4.950 │    12.375    │         24255      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│ 計   │                │    28.575    │         56007      │
└───┴────────┴───────┴──────────┘
２階Ｙ方向
┌───┬────────┬───────┬──────────┐
│ 通り │      αili     │ Ld = Σαili │Ｐi(αili×1960) (N)│
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X3    │ 2.5  ×  4.050 │    10.125    │         19845      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X14   │ 2.5  ×  4.500 │    11.250    │         22050      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│ 計   │                │    21.375    │         41895      │
└───┴────────┴───────┴──────────┘
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１階耐力壁の配置
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１階Ｘ方向
┌───┬────────┬───────┬──────────┐
│ 通り │      αili     │ Ld = Σαili │Ｐi(αili×1960) (N)│
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y1    │ 2.5  ×  3.600 │     9.000    │         17640      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y10   │ 4.0  ×  2.250 │     9.000    │         17640      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y16   │ 4.0  ×  0.900 │     3.600    │          7056      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│Y19   │ 2.5  ×  0.600 │     9.600    │         18816      │
│      │ 4.5  ×  1.800 │              │                    │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│ 計   │                │    31.200    │         61152      │
└───┴────────┴───────┴──────────┘
１階Ｙ方向
┌───┬────────┬───────┬──────────┐
│ 通り │      αili     │ Ld = Σαili │Ｐi(αili×1960) (N)│
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X3    │ 2.5  ×  1.350 │    11.475    │         22491      │
│      │ 4.5  ×  1.800 │              │                    │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X6.8  │ 2.5  ×  0.900 │     5.850    │         11466      │
│      │ 4.0  ×  0.900 │              │                    │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X8.8  │ 4.0  ×  0.900 │     3.600    │          7056      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│X14   │ 2.5  ×  4.500 │    11.250    │         22050      │
├───┼────────┼───────┼──────────┤
│ 計   │                │    32.175    │         63063      │
└───┴────────┴───────┴──────────┘
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2.2. 令46条に定める壁量の算定
2.2.1. 地震力に対する所要壁長の表

   軽い屋根として設計
   地盤種別   ２種 (1.0)
┌──┬────────┬────────┬────────┬────────┬────────┐
│ 階 │  床面積  (m2 )  │ ロフト面積 (m2 )│ ロフト高さ (m) │  追加面積 (m2 ) │ 合計床面積 (m2 )│
│    │                │       Ａ       │       ｈ       │(ｈ / 2.1) × Ａ│                │
├──┼────────┼────────┼────────┼────────┼────────┤
│２  │       40.10    │       15.59    │        1.40    │       10.39    │       50.49    │
├──┼────────┼────────┼────────┼────────┼────────┤
│１  │       38.61    │        0.00    │        0.00    │        0.00    │       49.00    │
└──┴────────┴────────┴────────┴────────┴────────┘
┌──┬───────┬───────┬───────┬───────┐
│ 階 │  床面積 m2    │単位壁長 m/m2  │   地盤種別   │  所要壁長 m  │
├──┼───────┼───────┼───────┼───────┤
│２  │     50.49    │     0.150    │       1.0    │     7.574    │
├──┼───────┼───────┼───────┼───────┤
│１  │     49.00    │     0.290    │       1.0    │    14.211    │
└──┴───────┴───────┴───────┴───────┘
2.2.2. 風圧力に対するＬｎの表
Ｘ方向の壁長
┌──┬───────┬───────┬───────┐
│ 階 │ 各階見付面積 │              │  所要壁長    │
│    │   Ａw (m2 )   │  ΣＡw (m2 )  │ΣＡw × 0.50 │
├──┼───────┼───────┼───────┤
│２  │     21.97    │     21.97    │     10.99    │
├──┼───────┼───────┼───────┤
│１  │     22.36    │     44.33    │     22.17    │
└──┴───────┴───────┴───────┘
Ｙ方向の壁長
┌──┬───────┬───────┬───────┐
│ 階 │ 各階見付面積 │              │  所要壁長    │
│    │   Ａw (m2 )   │  ΣＡw (m2 )  │ΣＡw × 0.50 │
├──┼───────┼───────┼───────┤
│２  │     18.72    │     18.72    │      9.36    │
├──┼───────┼───────┼───────┤
│１  │     15.66    │     34.38    │     17.19    │
└──┴───────┴───────┴───────┘
2.2.3. Ｌｄ／Ｌｎの比率の表
┌─────┬───────────────┬───────────────┐
│          │      風 力 に 対 し て       │    地 震 力 に 対 し て      │
│          ├───────┬───────┼───────┬───────┤
│          │    Ｘ方向    │    Ｙ方向    │    Ｘ方向    │    Ｙ方向    │
│          ├───┬───┼───┬───┼───┬───┼───┬───┤
│          │ 壁長 │ Ld/Ln│ 壁長 │ Ld/Ln│ 壁長 │ Ld/Ln│ 壁長 │ Ld/Ln│
├──┬──┼───┼───┼───┼───┼───┼───┼───┼───┤
│２階│ Ld │ 28.58│      │ 21.38│      │ 28.58│      │ 21.38│      │
│    ├──┼───┤      ├───┤      ├───┤      ├───┤      │
│    │ Ln │ 10.99│  2.60│  9.36│  2.28│  7.57│  3.77│  7.57│  2.82│
├──┼──┼───┼───┼───┼───┼───┼───┼───┼───┤
│１階│ Ld │ 31.20│      │ 32.18│      │ 31.20│      │ 32.18│      │
│    ├──┼───┤      ├───┤      ├───┤      ├───┤      │
│    │ Ln │ 22.17│  1.41│ 17.19│  1.87│ 14.21│  2.20│ 14.21│  2.26│
└──┴──┴───┴───┴───┴───┴───┴───┴───┴───┘
2.2.4. 偏心率の計算（告示第1352号）

┌───┬──┬────┬────┬────┬─────────┬────┬────┐
│ 方向 │ 階 │ Ｏy(m) │ Ｇy(m) │ ｅy(m) │Jx+Jy (kN・m2 /rad)│ｒex(m) │  Ｒex  │
├───┼──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│ Ｘ→ │ ２ │   4.688│   4.468│   0.220│            133525│   4.293│   0.051│ ≦ 0.3 OK
│      ├──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│      │ １ │   4.387│   4.439│   0.053│            137884│   3.877│   0.014│ ≦ 0.3 OK
├───┼──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│ Ｘ← │ ２ │   4.688│   4.478│   0.210│            133641│   4.313│   0.049│ ≦ 0.3 OK
│      ├──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│      │ １ │   4.387│   4.439│   0.053│            137884│   3.877│   0.014│ ≦ 0.3 OK
└───┴──┴────┴────┴────┴─────────┴────┴────┘

┌───┬──┬────┬────┬────┬─────────┬────┬────┐
│ 方向 │ 階 │ Ｏx(m) │ Ｇx(m) │ ｅx(m) │Jx+Jy (kN・m2 /rad)│ｒey(m) │  Ｒey  │
├───┼──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│ Ｙ↑ │ ２ │   3.234│   3.474│   0.239│            133513│   4.640│   0.052│ ≦ 0.3 OK
│      ├──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│      │ １ │   3.170│   3.216│   0.046│            137884│   3.818│   0.012│ ≦ 0.3 OK
├───┼──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│ Ｙ↓ │ ２ │   3.234│   3.474│   0.239│            133653│   4.643│   0.052│ ≦ 0.3 OK
│      ├──┼────┼────┼────┼─────────┼────┼────┤
│      │ １ │   3.170│   3.216│   0.046│            137884│   3.818│   0.012│ ≦ 0.3 OK
└───┴──┴────┴────┴────┴─────────┴────┴────┘
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